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6666 年年年年    眞榮城綾香眞榮城綾香眞榮城綾香眞榮城綾香    

    

1.1.1.1. 研究の目的・動機研究の目的・動機研究の目的・動機研究の目的・動機    

今回も引き続き①リュウキュウオオスカシバとオオスカシバが幼虫段 

階で見分けられるか、その特徴をタイプ別に分類して調べる。②両者の 

羽化時期と気温との関係、③昼行性の蛾である「オオスカシバ／リュウ 

キュウ」の体の造りについても調べていきたい。 
 

2.2.2.2. 研究の内容と方法研究の内容と方法研究の内容と方法研究の内容と方法    

（（（（1111））））飼育観察飼育観察飼育観察飼育観察のののの方法方法方法方法    

① 野外から採取した卵や幼虫をナンバリングし、飼育・観察する。また、羽化までの様

子をデジカメで記録し、成虫の体の造りも観察してスケッチする。 

② リュウキュウが羽化した時点で記録をさかのぼり幼虫のタイプを調べる。これまでの 

データを元に両者を何齢から判別可能かチャート図を作成してみる。 

③ オオスカシバ・リュウキュウの成虫に LED ブラックライトペンの光 

（紫外線）をあてると、どのような反応をするのか見てみる。 
 

（（（（2222））））仮説仮説仮説仮説    

① 下の表 1 の通り、今までタイプⅠ・Ⅱからはオオスカシバ、タイプⅢからはリュウ

キュウが羽化している。 

よって、リュウキュウの幼虫はタイプⅢと考えた。 

 

 

タイプⅠ(14141414 頭頭頭頭) タイプⅡ(63636363 頭頭頭頭) タイプⅢ(32323232 頭頭頭頭) 

    

 

 

体の横の線⇒白色 

小さな黒点 

    

 

 

体の横の線⇒白色 

墨を垂らしたような黒点 

    

    

    

体の横の線⇒黄色 頭部⇒青緑 体色⇒黄緑色 

体型⇒腹部にいくほど太い 気門の周り⇒茶色 

サインペンで付けたような黒点    

  

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

② 前回の研究データではオオスカシバは気温の低い時期から発生し、その期間も長か

った。リュウキュウは暖かくなり始めてから 1 週間の間に集中して発生した。今回

も同じように発生すると予想した。 

③ オオスカシバは昼間活動し花のネクタリングを見つけて吸蜜するので、蝶と同じよ

うに紫外線が見える眼のつくりを持っていると考えた。 

表 1  幼虫のタイプと羽化の結果（2015～2017）

オオスカシバオオスカシバオオスカシバオオスカシバ 77777777 頭頭頭頭 リュウキュウリュウキュウリュウキュウリュウキュウ  頭

ライトペンライトペンライトペンライトペン

 ブラックブラックブラックブラック

3.3.3.3.     研究の結果研究の結果研究の結果研究の結果    

（（（（1111））））飼育観察データと飼育観察データと飼育観察データと飼育観察データと幼虫の特定幼虫の特定幼虫の特定幼虫の特定    

タイプⅠ・Ⅱからオオスカシバ（31頭）、タイプⅢからリュウキュウ（4頭）が羽化し

たので仮説は当たった。 

 

 

    

（（（（2222））））両者の発生の差について両者の発生の差について両者の発生の差について両者の発生の差について    

4/26～5/17 オオスカシバが先行して 19頭羽化 

5/18～5/31 リュウキュウは 4頭集中して羽化 

オオスカシバは 7月まで発生が続いたので仮説は当たった。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

        

採取場所 
羽
化
頭
数 

幼虫タイプ 結果 

Ⅰ 
 

Ⅱ 
 

Ⅲ   

a b 

豊見城市 

A 地区 7 1 4 1111    1111    5 2222    
C 地区 6 1 5         6     
D 地区 4 3 1         4     

北谷町 A 地区 4 1 3         4     
浦添市 A 地区 2 2          2     

南風原町 A 地区 9 5 4         9     
那覇市 D 地区 3 1      2222    1 2222    
合計 7 か所 35 14 17 1111    3333    31 4444    

タイプⅢa（従来型） タイプⅢb（黒点なし） 

  

気門のまわりがこげ茶色 
サインペンで書いたような黒点 

気門のまわりのこげ茶や黒点がない 
又は目立たない 

体型⇒ ボウリングのピンのようにくびれて、腹部にいくほど太くなる 

皮ふ⇒ なめらかでプニプニとしたグミのような触感 

表 2 第 5 期：2018 年春 【飼育・観察期間／2018.3.28～2018.7.16】 
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図  羽化時期と気温の関係 

【共通した特徴】 
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【共通した特徴】 
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（（（（2222））））両者の発生両者の発生両者の発生両者の発生の差についての差についての差についての差について    

先行して生まれているオオスカシバのほうが良い条件で産卵できる。幼虫は柔らかい新

芽、栄養豊富なつぼみを奪い合う相手もなく独り占めできることで早く成長し、大きな個

体になれる。早く成虫になれば短いサイクルで発生(世代交代)できる。 

それに対して、暖かくなり始めてから羽化するリュウキュウの場合、産卵する頃には、

ほとんどの新芽やつぼみには既にオオスカシバの卵も混在するので、少ないエサを取り合

うことになり育つのに不利だと思う。 

（（（（3333））））成虫の体の造りについて成虫の体の造りについて成虫の体の造りについて成虫の体の造りについて    

観察してみて気づいた事は両者とも背中側から流れてくる毛が、気門の上で毛束になっ

ている。気門に水が入らないよう防水する役割があるかもしれないと思った。 

 

 
 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

5.5.5.5.感想感想感想感想    

これからも引き続きデータを集め、チャート図の通りに見分けられるのか研究を重ねて

いきたい。また、LED ブラックライトペンでの実験では、触角の反応が観察出来てとても

面白かった。蛾は昼行性・夜行性で、紫外線に対して違った反応をするのか今後さらに詳

しく調べていきたい。 
 

6.6.6.6.    研究発表等研究発表等研究発表等研究発表等    

第 58 回 沖縄県児童・生徒科学賞作品展 優良賞 

第 41 回 沖縄青少年科学作品展 出品予定    

第 13 回 「科学の芽」賞 努力賞   
 

7.7.7.7.参考文献等参考文献等参考文献等参考文献等 
 

参 考 文 献 
思わず人に話したくなるモノの仕組み ふしぎ雑学 中村智彦 監修／永岡書店／ 

「無反射フィルムはガの目と同じ構造だった！」 

インターネット 
徳島県立博物館 ハチの目が光る〜オオスズメバチ〜



図  オオスカシバとリュウキュウの体の造り
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（（（（3333））））LEDLEDLEDLED ブラックライトブラックライトブラックライトブラックライトに対する反応についてに対する反応についてに対する反応についてに対する反応について    

透明容器の中のリュウキュウの成虫に LED ブラックライトペンを当 

ててみた。すると、複眼や眼の周りの白い部分、触角の白線が青白く 

光った。ライトを移動させると、成虫も光のある方向に飛んでくる。 

また、成虫の頭上(右斜め上／左斜め上／真ん中)の 3方向から、そ 

れぞれ 3回ずつ点滅させた。右から光を当てた場合は、右の触角をピクピクと 3回動か

した（左側も同じだった）。真ん中（左右の触角の間）に当てて点滅させると、触角を

左右にさらに大きく開いたまま静止し、頭を前に傾けていた。この実験で触角の反応は

見られたが、それが LED の光に対するものなのか、ライトのスイッチの音に対するもの

なのか、はっきり分からなかったので、仮説の検証は失敗だった。 
    

4.4.4.4. 考察考察考察考察    

（（（（1111）幼虫）幼虫）幼虫）幼虫を見分ける特徴を見分ける特徴を見分ける特徴を見分ける特徴    

① 幼虫の体の横にある黒点は、早い個体では 2齢くらいから現れる。 

② タイプⅡ(タタミー)は 3齢あたりから黒点が▼になるので判別しやすい。4齢からは

全ての点が墨のように垂れてつながり、独特の模様(タタミの縁のよう)になる。 

③ タイプⅠとⅢは 3齢以上にならないと特徴も出てこないので見分けられない。 

上記の特徴をチャート図としてまとめてみた。 
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（（（（2222））））両者の発生両者の発生両者の発生両者の発生の差についての差についての差についての差について    

先行して生まれているオオスカシバのほうが良い条件で産卵できる。幼虫は柔らかい新

芽、栄養豊富なつぼみを奪い合う相手もなく独り占めできることで早く成長し、大きな個

体になれる。早く成虫になれば短いサイクルで発生(世代交代)できる。 

それに対して、暖かくなり始めてから羽化するリュウキュウの場合、産卵する頃には、

ほとんどの新芽やつぼみには既にオオスカシバの卵も混在するので、少ないエサを取り合

うことになり育つのに不利だと思う。 

（（（（3333））））成虫の体の造りについて成虫の体の造りについて成虫の体の造りについて成虫の体の造りについて    

観察してみて気づいた事は両者とも背中側から流れてくる毛が、気門の上で毛束になっ

ている。気門に水が入らないよう防水する役割があるかもしれないと思った。 

 

 
 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

5.5.5.5.感想感想感想感想    

これからも引き続きデータを集め、チャート図の通りに見分けられるのか研究を重ねて

いきたい。また、LED ブラックライトペンでの実験では、触角の反応が観察出来てとても

面白かった。蛾は昼行性・夜行性で、紫外線に対して違った反応をするのか今後さらに詳

しく調べていきたい。 
 

6.6.6.6.    研究発表等研究発表等研究発表等研究発表等    

第 58 回 沖縄県児童・生徒科学賞作品展 優良賞 

第 41 回 沖縄青少年科学作品展 出品予定    

第 13 回 「科学の芽」賞 努力賞   
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（（（（3333））））LEDLEDLEDLED ブラックライトブラックライトブラックライトブラックライトに対する反応についてに対する反応についてに対する反応についてに対する反応について    

透明容器の中のリュウキュウの成虫に LED ブラックライトペンを当 

ててみた。すると、複眼や眼の周りの白い部分、触角の白線が青白く 

光った。ライトを移動させると、成虫も光のある方向に飛んでくる。 

また、成虫の頭上(右斜め上／左斜め上／真ん中)の 3方向から、そ 

れぞれ 3回ずつ点滅させた。右から光を当てた場合は、右の触角をピクピクと 3回動か

した（左側も同じだった）。真ん中（左右の触角の間）に当てて点滅させると、触角を

左右にさらに大きく開いたまま静止し、頭を前に傾けていた。この実験で触角の反応は

見られたが、それが LED の光に対するものなのか、ライトのスイッチの音に対するもの

なのか、はっきり分からなかったので、仮説の検証は失敗だった。 
    

4.4.4.4. 考察考察考察考察    

（（（（1111）幼虫）幼虫）幼虫）幼虫を見分ける特徴を見分ける特徴を見分ける特徴を見分ける特徴    

① 幼虫の体の横にある黒点は、早い個体では 2齢くらいから現れる。 

② タイプⅡ(タタミー)は 3齢あたりから黒点が▼になるので判別しやすい。4齢からは

全ての点が墨のように垂れてつながり、独特の模様(タタミの縁のよう)になる。 

③ タイプⅠとⅢは 3齢以上にならないと特徴も出てこないので見分けられない。 

上記の特徴をチャート図としてまとめてみた。 
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